
〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
表
象
ᴷ
ᴷ
越
境
す
る
〈
少
年
〉K
ᴷ野

間

颯

序

本
稿
で
は
〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
〈
少
年
〉
表
象
の
検
討
を

通
し
て
、
戦
地
詠
と
銃
後
の
短
歌
と
の
関
係
性
の
再
定
義
と
再
評
価
を
お
こ
な

う
。
こ
の
〈
支
那
事
変
歌
集
〉
と
は
日
中
戦
争
が
本
格
化
し
た
一
九
三
七
年
以

降
に
出
版
さ
れ
た
、⽛
支
那
事
変
歌
集
⽜
と
名
の
付
く
複
数
の
短
歌
集
の
こ
と

で
あ
る
。
現
在
以
下
の
六
つ
が
確
認
で
き
る
。

（
一
）
柳
原
白
ẃ
選
⽝
塹
壕
の
砂
文
字①
⽞（
協
和
書
院
、
一
九
三
八
年
九
月
）

（
二
）
斎
藤
茂
吉
・
佐
佐
木
信
綱
選
⽝
支
那
事
変
歌
集
⽞（
三
省
堂
、
一
九
三
八

年
一
二
月
）【
読
売
】

（
三
）
斎
藤
勇
編
⽝
続
支
那
事
変
歌
集
⽞（
淡
水
学
園
刊
、
一
九
三
九
年
三
月
）

【
淡
水
】

（
四
）
大
日
本
歌
人
協
会
編
⽝
支
那
事
変
歌
集
戦
地
篇
⽞（
改
造
社
、
一
九
三
八

年
一
二
月
）【
戦
地
】

（
五
）
斎
藤
茂
吉
・
土
屋
文
明
編
⽝
支
那
事
変
歌
集
⽞（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年

一
〇
月
）【
ア
ラ
ラ
ギ
】

（
六
）
大
日
本
歌
人
協
会
編
⽝
支
那
事
変
歌
集
銃
後
篇
⽞（
大
日
本
歌
人
協
会
、

一
九
四
一
年
一
〇
月
）【
銃
後
】

こ
こ
で
は
こ
の
内
、（
二
）（
三
）（
四
）（
五
）（
六
）
を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ

【
読
売
】【
淡
水
】【
戦
地
】【
ア
ラ
ラ
ギ
】【
銃
後
】
と
称
す
る
。
な
お
【
淡
水
】

の
収
録
短
歌
の
内
、
本
稿
で
検
討
す
る
も
の
は
一
つ
で
あ
り
、⽝
塹
壕
の
砂
文

字
⽞（
同
上
）
に
関
し
て
は
、
検
討
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
取
り
扱
い
の
偏

り
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
の
性
格
に
依
る
も
の
で
あ
る②
。

こ
れ
ら
短
歌
集
が
出
版
さ
れ
る
経
緯
は
【
読
売
】
の
清
水
彌
太
郎
⽛
跋
⽜
の

内
容
に
集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。⽛
今
こ
ゝ
に
最
初
の
発
表
（
昭
和
十
三
年
四
月
）

以
来
半
歳
に
亙
つ
て
応
募
さ
れ
た
短
歌
、
七
万
六
千
四
百
六
十
五
首
中
、
予
選

通
過
、
文
芸
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
内
特
に
事
変
を
記
録
す
る
意
味
に
於
て
、

現
地
と
銃
後
に
於
け
る
事
変
歌
約
八
百
首
を
収
録
⽜⽛
国
民
の
前
に
問
ふ
こ
と

と
し
た
⽜（
二
頁
）。⽝
読
売
新
聞
⽞
紙
上
の
企
画
⽛
懸
賞
讀
賣
歌
壇
俳
壇③
⽜
を

再
構
成
し
た
【
読
売
】
は
、
膨
大
な
歌
数
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

強
調
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
読
売
新
聞
社
学
芸
部
長
は
、⽛
事
変
歌
⽜
と
い
う

も
の
の
盛
り
上
が
り
を
具
体
的
な
数
字
と
し
て
示
し
て
い
る
。

〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
表
象

一
一
九



そ
の
次
に
出
版
さ
れ
た
【
戦
地
】
は
、
よ
り
大
規
模
な
企
画
と
な
っ
た
。
そ

の
収
録
歌
数
も
さ
る
こ
と
な
が
ら④
、⽝
朝
日
年
鑑
昭
和
14
年
⽞（
朝
日
出
版
社
、

一
九
三
八
年
一
〇
月
）
の
一
九
三
八
年
⽛
四
月
⽜
の
欄
に
⽛
大
日
本
歌
人
協
会

は
⽛
支
那
事
変
歌
集
⽜
の
出
版
を
計
画
、
文
部
省
は
出
版
費
に
千
五
百
円
を
補

助
し
十
月
ま
で
に
は
第
一
集
を
出
す
予
定
⽜（
三
九
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

文
部
省
か
ら
支
援
を
受
け
た
国
家
事
業
と
化
し
て
い
る
。
一
九
三
九
年
一
一
月

一
九
日
の
⽛
読
売
新
聞
⽜
夕
刊
に
小
泉
苳
三
が
寄
せ
た
⽛
事
変
と
歌
壇
⽜
に
は

⽛
昨
年
の
武
漢
攻
略
に
際
し
多
数
ペ
ン
部
隊
が
従
軍
し
た
な
か
に
、
一
人
の
歌

人
を
も
従
軍
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
か
つ
た
大
日
本
歌
人
協
會
で
は
わ
づ
か
に

⽛
支
那
事
変
歌
集
⽜
マ
マ現
地
篇
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
協
会
の
存
在
を
あ

き
ら
か
に
し
て
く
れ
た
⽜
と
評
価
し
て
い
る
文
が
見
つ
か
る
。
大
日
本
歌
人
協

会
と
し
て
も
意
欲
的
に
援
助
を
受
け
た
よ
う
で
、
実
際
⽝
文
藝
⽞
一
二
月
号
に

打
た
れ
た
広
告
に
は
⽛
文
部
省
後
援
⽜
の
文
字
が
大
き
く
踊
っ
て
い
る
（
一
九

三
八
年
一
二
月
）。

一
九
四
〇
年
出
版
の
【
ア
ラ
ラ
ギ
】
は
、
日
中
戦
争
後
期
に
差
し
掛
か
っ
て

の
出
版
だ
が
、
こ
の
年
は
皇
紀
二
六
〇
〇
年
と
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
、
紀

年
の
性
格
が
強
い⑤
。【
ア
ラ
ラ
ギ
】
は
そ
の
名
の
通
り
雑
誌
⽝
ア
ラ
ラ
ギ
⽞
か

ら
の
み
短
歌
を
選
出
す
る
た
め
、
他
の
〈
支
那
事
変
歌
集
〉
よ
り
も
収
集
対
象

が
狭
ま
る
が
、
そ
れ
で
も
一
〇
二
六
首
を
収
録
し
て
お
り
、
当
時
の
最
大
派
閥

と
し
て
の
勢
い
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
歌
壇
が
注
力
し
て
複
数
生
み
出
し
て
い
た
〈
支
那
事
変

歌
集
〉
だ
が
、
そ
の
中
で
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の

が
【
銃
後
】
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
日
本
歌
人
協
会
で
の
内
紛
・
解
散
の
あ
お
り

を
受
け
、【
戦
地
】
の
姉
妹
篇
で
あ
り
な
が
ら
掲
載
方
針
と
体
裁
が
異
な
る
こ

と
、
発
刊
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
が
遠
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で

【
読
売
】
や
【
ア
ラ
ラ
ギ
】
の
中
に
含
ま
れ
る
銃
後
の
短
歌
も
一
様
に
そ
の
存

在
は
軽
視
さ
れ
て
お
り
、
銃
後
の
短
歌
そ
の
も
の
が
検
討
俎
上
に
な
い
傾
向
に

あ
る
。
そ
れ
は
研
究
状
況
を
確
認
し
て
も
分
か
る
。

小
松
靖
彦⑥
⽛
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
⽛
醜
の
御
楯
⽜
の
意
識
ᴷ
ᴷ
聖
戦
短
歌

を
通
じ
て
〈
戦
争
と
萬
葉
集
〉⽜（⽝
日
本
文
学
⽞
六
四
巻
五
号
、
二
〇
一
五
年
五

月
）
で
は
、〈
聖
戦
歌
集
〉
と
称
し
て
一
〇
の
歌
集
を
比
較
検
討
し
て
い
る⑦
。

そ
の
中
で
は
⽛⽛
聖
戦
⽜
を
直
接
批
判
す
る
作
品
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、⽛
聖

戦
⽜
の
肯
定
を
前
提
と
す
る
類
同
的
な
歌
が
多
い
⽜（
四
四
頁
）
と
、
戦
地
詠

と
銃
後
の
短
歌
の
区
別
を
す
る
こ
と
な
く
戦
争
賛
美
的
な
も
の
と
し
て
画
一
的

に
取
り
扱
っ
て
い
る
。
小
松
靖
彦
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
横
断
的
な
も
の
で
あ
り
、

⽝
萬
葉
集
⽞
を
起
点
と
す
る
影
響
関
係
が
精
緻
に
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時

の
歌
壇
に
お
け
る
一
種
の
企
画
／
運
動
と
も
言
う
べ
き
〈
支
那
事
変
歌
集
〉
の

出
版
状
況
を
捕
捉
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。【
読
売
】【
ア
ラ
ラ
ギ
】
が
そ
の

一
冊
の
中
で
⽛
戦
地
⽜
と
⽛
銃
後
⽜
を
明
確
に
分
け
て
い
た
こ
と
、【
戦
地
】

の
中
に
銃
後
の
歌
が
混
在
し
な
い
よ
う
に
い
か
に
配
慮
し
た
の
か
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば⑧
、
こ
の
二
つ
は
注
意
し
て
取
り
扱
う
べ
き
も
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

一
方
で
こ
の
戦
地
と
銃
後
を
断
絶
し
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
の
が
、

坪
井
秀
人
で
あ
る
。⽛
戦
争
短
歌
に
お
け
る
前
線
と
銃
後
ᴷ
⽝K
支
那
事
変
歌

一
二
〇



集
⽞
そ
の
他
⽜（
山
口
俊
雄
編
⽝
日
本
近
代
文
学
と
戦
争
ᴷ
⽛K
十
五
年
戦
争
⽜
期
の

文
学
を
通
じ
て
⽞
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
は
、〈
支
那
事
変
歌
集
〉
を

他
の
文
学
テ
ク
ス
ト
と
比
較
検
討
し
、
そ
の
特
徴
を
位
置
付
け
て
い
る
が
、
銃

後
の
短
歌
に
つ
い
て
は
⽛
紙
幅
の
都
合
上
、〈
銃
後
〉
の
歌
に
詳
し
く
触
れ
る

こ
と
が
出
来
な
い
⽜（
一
一
四
頁
）
と
詳
細
な
検
討
を
避
け
て
い
る
。
そ
の
後

⽛
銃
後
の
歌
に
つ
い
て
よ
り
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
戦
争
に
お
い
て

短
歌
が
描
こ
う
と
し
た
戦
場
と
い
う
も
の
が
、
結
局
は
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
戦
場

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
⽜、⽛
戦
争
は
ニ
ュ
ー
ス
映
画
、
あ
る
い
は
ラ
ジ
オ
、
あ
る

い
は
新
聞
の
記
事
の
中
に
ま
ず
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の
た
り

え
な
か
っ
た
⽜（
同
上
、
一
一
五
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

銃
後
の
短
歌
の
リ
ア
リ
テ
ィ
、
ひ
い
て
は
そ
の
価
値
に
懐
疑
的
で
あ
る
よ
う
に

も
見
え
る
。
実
際
に
坪
井
秀
人
は
⽛
戦
地
と
内
地
と
は
連
続
し
て
お
ら
ず
、
空

間
的
に
不
連
続
で
あ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
意
識
を
作
り
出
す
前
提
が
あ
ら
か

じ
め
用
意
さ
れ
て
い
た
⽜、⽛
つ
ま
り
前
線
（
戦
線
・
戦
地
・
戦
場
）
と
銃
後
と

い
う
二
元
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
⽜（
同
上
、
八
五
頁
）
と
、
両

者
の
性
質
を
別
物
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

し
か
し
戦
地
詠
と
銃
後
の
短
歌
と
の
立
ち
位
置
を
、
こ
の
よ
う
に
二
元
化
し

て
捉
え
て
も
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
で
詳
細
に
言
及
さ
れ

る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
、
銃
後
の
短
歌
の
新
た
な
位
置
づ
け
を
試
み
る
た
め
に
、

〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
〈
少
年
〉
表
象
を
軸
に
検
討
す
る
。
こ

こ
で
の
〈
少
年
〉
と
は
児
童
を
含
む
、
成
人
と
し
て
の
働
き
を
期
待
さ
れ
て
い

な
い
広
義
の
子
ど
も
の
こ
と
で
あ
る
。

日
本
人
兵
士
に
と
っ
て
中
国
人
〈
少
年
〉
は
、
深
く
興
味
を
抱
く
対
象
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
現
役
兵
士
の
歌
人
で
あ
っ
た
渡
邊
直
己
が
⽛
軍
人
を
一
番
喜

ぶ
の
は
子
供
と
犬
だ
と
は
誰
か
が
言
つ
て
ゐ
た
が
、
例
に
洩
れ
ず
支
那
で
も
一

番
に
な
つ
い
て
来
る
も
の
は
子
供
だ
つ
た
⽜（⽛
北
支
風
景
⽜⽝
呉
港
新
報
⽞
第
七

一
号
、
一
九
三
八
年
六
月
一
一
日
、
引
用
は
⽝
渡
邊
直
己
全
集
⽞
創
樹
社
、
一
九
九

四
年
一
〇
月
、
四
五
九
頁
）
と
記
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
こ
の
所
感
は
多

く
の
歌
人
に
共
通
し
て
い
た
よ
う
で
、〈
少
年
〉
た
ち
は
多
く
短
歌
に
表
象
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
限
っ
て
も
、〈
少
年
〉

は
戦
地
詠
と
銃
後
の
短
歌
を
比
較
す
る
好
対
象
だ
が
、
描
か
れ
方
に
も
取
り
上

げ
る
理
由
が
あ
る
。
一
部
結
論
を
先
取
り
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
短
歌
上
で
の

中
国
人
〈
少
年
〉
は
時
と
し
て
、
所
属
す
る
国
が
消
去
さ
れ
た
、
抽
象
度
の
高

い
〈
少
年
〉
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。⽛
前
線
（
戦
線
・

戦
地
・
戦
場
）
と
銃
後
と
い
う
二
元
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
⽜（
同
上
、
八
五
頁
）
の

配
置
と
は
異
な
る
関
係
性
を
提
出
す
る
本
稿
で
は
、
こ
の
国
境
を
飛
び
越
え
る

〈
少
年
〉
を
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
⽛
越
境
す
る
少

年
⽜
と
し
て
の
中
国
人
〈
少
年
〉
表
象
を
手
掛
か
り
に
、
戦
地
と
銃
後
の
関
係

性
を
再
考
す
る
。

一
、
日
本
人
兵
士
と
交
流
す
る
現
地
の
子
ど
も
達

ま
ず
本
節
で
は
現
地
の
子
ど
も
達
で
あ
る
中
国
人
〈
少
年
〉
を
検
討
す
る
。

最
初
の
問
題
と
な
る
の
が
日
中
交
渉
の
状
況
だ
が
、
日
本
人
兵
士
と
現
地
の
中

国
人
と
の
交
流
は
あ
ま
り
活
発
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
人
兵
士

〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
表
象

一
二
一



の
中
で
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
人
間
は
少
数
派
で
あ
っ
た
た
め

で
あ
る
。
そ
の
表
れ
が
⽛
支
那
語
わ
か
ぬ
わ
れ
支
那
に
来
て
焼
跡
に
あ
そ
ぶ
雀

の
し
た
し
か
り
に
き
⽜（
上
海
／
安
宅
苔
花
【
戦
地
】
八
頁
）
の
よ
う
な
歌
で
あ

る
。
こ
の
歌
は
中
国
語
が
分
か
ら
な
い
日
本
人
兵
士
が
孤
独
を
感
じ
、
雀
に
す

ら
親
し
さ
を
覚
え
る
様
を
描
い
て
お
り
、
言
語
の
壁
の
存
在
を
伝
え
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
に
置
か
れ
た
日
本
人
兵
士
に
と
っ
て
、
現
地
で
交
流
す
る
こ
と

の
で
き
る
人
間
は
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
の
主
な
相
手
と
し
て

〈
少
年
〉
で
あ
る
現
地
の
子
ど
も
達
が
い
る
。

何
事
を
か
吾
に
語
れ
り
緬
羊
に
草
食
ま
し
ゐ
る
支
那
少
年
は

中
支
／
大
久
保
福
太
郎
【
ア
ラ
ラ
ギ
】（
六
一
頁
）

こ
の
歌
は
羊
飼
い
で
あ
る
⽛
支
那
少
年
⽜
が
、⽛
緬
羊
に
草
⽜
を
与
え
な
が

ら
⽛
吾
に
⽜
何
か
を
話
し
か
け
て
い
る
こ
と
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
会
話
の

内
容
が
⽛
何
事
を
か
⽜
と
分
か
ら
な
い
状
態
で
放
置
さ
れ
て
お
り
、
重
要
視
さ

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
⽛
支
那
少
年
⽜
が
短
歌
に
描
か
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、
交
流
そ
の
も
の
に
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

に
は
見
知
ら
ぬ
人
で
あ
ろ
う
⽛
吾
⽜
に
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
語
り
か
け
る
、

無
邪
気
で
純
粋
な
様
子
も
印
象
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
地
の
中
国

人
と
の
交
流
は
、
子
ど
も
で
な
い
と
成
り
立
た
な
い
側
面
が
あ
っ
た
。
同
じ
大

久
保
福
太
郎
の
歌
に
⽛
釣
絲
を
垂
れ
居
た
る
支
那
男
が
吾
に
辞
儀
し
て
忽
ち
か

く
れ
ぬ
⽜（【
ア
ラ
ラ
ギ
】
六
二
頁
）
が
あ
る
が
、⽛
支
那
男
⽜
の
態
度
は
明
ら
か

に
日
本
人
兵
士
、
も
し
く
は
日
本
人
全
体
に
対
す
る
恐
怖
心
が
表
れ
て
い
る
。

戦
争
に
戦
闘
員
と
し
て
参
加
す
る
成
人
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
こ

と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
る⑨
。
一
方
で
基
本
的
に
は
非
戦
闘
員
で
あ
る
子
ど
も
達

は
、
双
方
の
交
流
が
表
象
さ
れ
得
る
。
雀
に
す
ら
親
し
さ
を
覚
え
る
ほ
ど
孤
独

な
、
当
時
の
日
本
人
兵
士
の
立
場
を
勘
案
す
る
と
、
た
と
え
会
話
が
成
り
立
た

な
く
と
も
、
戦
う
相
手
で
は
な
い
現
地
の
子
ど
も
達
と
の
交
流
が
い
か
に
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
交
流
対
象
に
選
ば
れ
た
子

ど
も
達
の
詳
細
は
、
次
の
二
首
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

下
士
哨
の
屋
根
に
飾
れ
る
鯉
の
ぼ
り
支
那
の
子
供
等
き
た
り
て
見
を
り

北
支
／
久
保
田
健
次
【
戦
地
】（
一
〇
一
頁
）

⽛
車
中
作
⽜

山
す
そ
の
竹
む
ら
か
げ
の
茶
畑
に
少
女
手
を
擧
げ
て
旗
に
應
へ
を
り

満
洲
派
遣
軍
／
八
木
沼
義
清
【
読
売
】（
一
〇
五
頁
）

こ
の
二
首
で
は
、
現
地
の
子
ど
も
が
日
本
の
文
化
的
象
徴
と
並
置
さ
れ
て
い

る
。
一
首
目
は
日
本
人
兵
士
達
が
い
る
下
士
哨
に
飾
ら
れ
て
い
る
⽛
鯉
の
ぼ

り
⽜
と
、
そ
れ
を
眺
め
る
現
地
の
子
ど
も
達
を
描
い
て
お
り
、
戦
地
特
有
の
喧

騒
は
う
か
が
え
な
い
。⽛
支
那
の
子
供
等
⽜
が
日
本
人
兵
士
の
生
活
圏
で
あ
る

⽛
下
士
哨
⽜
に
来
る
こ
と
は
、
両
者
の
良
好
な
関
係
性
を
強
調
す
る
。
二
首
目

は
麓
に
あ
る
茶
畑
で
作
業
を
し
て
い
る
現
地
の
少
女
が
わ
ざ
わ
ざ
手
を
止
め
て

旗
に
反
応
す
る
、
双
方
の
好
意
的
な
交
流
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
二
二



こ
の
⽛
少
女
手
を
擧
げ
て
⽜⽛
應
へ
⽜
た
の
は
お
そ
ら
く
日
章
旗
で
あ
り
、
日

本
へ
友
好
的
な
少
女
像
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

両
首
と
も
一
見
平
和
的
な
交
流
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
⽛
鯉
の
ぼ
り
⽜

も
日
章
旗
も
日
本
の
代
理
表
象
と
し
て
機
能
す
る
。
当
時
の
詠
み
手
が
ど
れ
ほ

ど
意
識
的
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、〝
純
粋
な
存
在
〟
と
し
て
描
か

れ
た
子
ど
も
達
が
そ
れ
ら
を
受
容
す
る
こ
と
は
、
今
日
的
価
値
観
か
ら
す
れ
ば

日
本
の
侵
略
行
為
の
正
当
化
だ
と
批
判
的
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

効
果
が
よ
り
前
景
化
し
て
い
る
の
が
次
の
歌
で
あ
る
。

⽛
太
原
⽜

自
國
兵
の
暴
行
を
ま
の
あ
た
り
見
し
少
女
民
國
兵
隊
不
法
と
の
の
し
る

中
支
／
神
山
重
義
【
戦
地
】（
九
〇
頁
）

こ
の
歌
で
は
⽛
少
女
⽜
の
台
詞
部
分
が
中
国
語
で
あ
る
た
め
、
読
者
に
と
っ

て
実
際
に
あ
っ
た
場
面
を
切
り
取
っ
た
よ
う
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
注
目
す

る
べ
き
は
詞
書
の
⽛
太
原
⽜
で
あ
る
。
太
原
地
域
は
当
時
日
本
が
占
領
し
た
地

域
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
社
会
的
弱
者
で
あ
る
⽛
少
女
⽜
が
⽛
民
國
兵
隊

不
法
⽜
と
告
発
す
る
状
況
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
兵
士
が
太
原
地
域
を

救
出
す
る
た
め
に
訪
れ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
読
者
に
与
え
て
い
る
。

こ
の
現
地
の
少
女
が
中
国
人
兵
士
を
糾
弾
す
る
姿
は
、⽝
読
売
新
聞
⽞
の

⽛
童
心
支
那
へ
ま
す
ら
を
の
涙
⽜（
一
九
三
八
年
一
〇
月
一
日
、
朝
刊
、
七
面
）
で

も
確
認
で
き
る
。
戦
争
被
害
者
と
し
て
の
子
ど
も
の
話
の
内
の
一
つ
⽛
そ
の
三

死
体
を
抱
き
泣
く
少
女
怖
い
〳
〵
支
那
の
兵
隊
を
呪
ふ
⽜
は
、
少
女
が
⽛
支

那
の
兵
隊
は
恐
ろ
し
い
⽜
と
日
本
人
兵
士
に
語
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
日
本
人
兵
士
と
現
地
の
子
ど
も
達
と
の
交
流
が
描
か
れ
る
こ
と
は
、

日
本
の
正
当
化
に
の
み
働
い
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。
次
の
よ
う
に
そ
の
交
流

が
、
読
者
に
よ
っ
て
は
日
中
の
非
対
称
な
関
係
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
と

読
み
取
れ
る
も
の
も
あ
る
か
ら
だ
。

街
角
に
駄
馬
と
ど
む
れ
ば
茹
玉
子
な
ど
賣
る
童
等
の
群
れ
వ
ふ
な
り

上
海
／
眼
白
由
尾
【
戦
地
】（
一
一
九
頁
）

例
え
ば
こ
の
短
歌
に
は
、
上
海
で
の
交
流
の
在
り
方
の
一
例
が
示
さ
れ
て
い

る
。
当
時
の
上
海
に
お
け
る
日
本
人
へ
の
印
象
は
決
し
て
画
一
的
で
は
な
い
が
、

上
海
居
住
の
雅
樂
川
雅
樂
に
よ
る
⽛
ゴ
シ
ッ
ク
赤
き
支
那
新
聞
に
敵
と
い
ふ
文

字
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
え
は
じ
め
た
り
（
詞
書
⽛
上
海
ニ
ユ
ー
ス
⽜【
戦
地
】
四

五
頁
）
が
表
出
す
る
よ
う
に
、
日
本
へ
の
敵
対
意
識
は
確
実
に
存
在
し
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
で
⽛
茹
玉
子
な
ど
賣
る
⽜
中
国
人
⽛
童
等
の
群
れ
⽜
が
比
較

的
金
銭
に
余
裕
の
あ
る
日
本
人
兵
士
に
⽛
వ
⽜
い
、
物
を
売
ろ
う
と
し
て
い
る

姿
は
中
国
で
あ
り
な
が
ら
日
本
人
が
優
位
に
立
つ
、
租
界
と
し
て
の
上
海
の
性

格
を
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
取
材
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

短
歌
は
日
中
関
係
の
非
対
称
性
を
暴
き
出
す
効
果
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
詠

み
手
の
思
想
や
立
場
は
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
批
判
的
と
ま
で
は
言
え
な
い
。

実
際
、
同
時
代
の
言
説
に
目
を
向
け
れ
ば
、
肯
定
的
な
も
の
も
目
に
入
る
。

〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
表
象

一
二
三



⽝
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
支
那
事
変
画
報
第
三
十
一
報
⽞
の
⽛
先
生
卵
進
上
⽜（
東

京
／
大
阪
朝
日
新
聞
社
、
一
九
三
九
年
七
月
、
三
〇
頁
）
に
は
こ
う
あ
る
。

難
民
の
子
等
が
兵
隊
を
見
つ
け
て
は
⽛
先
生
卵
進
上
⽜
と
集
つ
て
来
る
。

進
上
と
云
ふ
か
ら
呉
れ
る
の
か
と
思
ふ
と
買
つ
て
呉
れ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

や
る
意
味
に
も
、
買
ふ
意
味
に
も
、
く
れ
ろ
と
云
ふ
意
味
に
も
使
つ
て
ゐ

る
。
兵
隊
さ
ん
は
子
供
が
来
る
と
必
ず
買
つ
て
や
る
。
こ
の
商
売
、
大
人

は
小
孩
軍
に
完
全
に
敗
け
だ
。

筆
者
で
あ
る
麻
生
豊
が
挿
絵
も
描
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
相
ま
っ
て
、
に
こ

や
か
な
小
話
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、
肯
定
的

な
レ
ベ
ル
も
並
存
し
て
い
る
。

次
の
歌
も
同
様
で
あ
る
。

飯
頒
つ
時
に
は
あ
ま
た
群
れ
寄
れ
ど
な
つ
く
子
の
あ
り
な
つ
か
ぬ
子
の
あ

り

中
支
／
上
原
吉
之
助
【
戦
地
】（
四
七
頁
）

食
料
を
分
け
与
え
て
い
る
時
は
多
く
の
子
ど
も
達
が
集
ま
っ
て
く
る
が
、

⽛
な
つ
く
子
⽜
と
⽛
な
つ
か
ぬ
子
⽜
に
別
れ
る
そ
の
態
度
の
差
を
詠
ん
で
い
る
。

先
の
短
歌
に
あ
っ
た
⽛
鯉
の
ぼ
り
⽜
や
日
章
旗
の
よ
う
な
日
本
の
代
理
表
象
を

介
し
て
、
日
本
人
兵
士
と
現
地
の
子
ど
も
達
は
短
歌
上
で
結
び
付
け
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
そ
れ
が
示
す
日
本
と
い
う
国
家
の
枠
組
み
よ
り
も
、
食
糧
配
給
の

方
が
子
ど
も
達
の
関
心
を
惹
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
詠
み
手
が
ど
こ
ま
で
意
図

し
て
い
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
目
の
前
の
子
ど
も
の
関
心
を
描
き
出
す

こ
と
で
、
先
の
短
歌
が
描
い
た
日
本
の
代
理
表
象
と
親
和
す
る
子
ど
も
の
存
在

を
批
判
す
る
も
の
に
も
な
り
得
る
。

同
じ
く
、
現
地
の
子
ど
も
へ
の
食
糧
の
配
布
を
め
ぐ
る
問
題
を
表
し
た
短
歌

が
次
の
三
つ
で
あ
る
。

⽛
北
支
戰
線
⽜

銭
不
要
、
飯
進
上
と
言
ふ
小
孩
ら
の
感
情
が
ぢ
か
に
来
る

北
支
／
川
妻
又
治
【
戦
地
】（
八
二
頁
）

顔
を
見
れ
ば
飯
進
上
と
呼
ぶ
、
こ
の
小
孩
ら
の
心
は
笑
へ
ぬ同

（
八
二
頁
）

飯
、
飯
、
タ
バ
コ
進
上
と
幾
度
か
せ
が
ま
れ
て
、
春
が
こ
の
町
に
も
来
た

同
（
八
二
頁
）

川
妻
又
治
と
い
う
歌
人
は
⽛
飯
進
上
⽜
と
せ
が
ん
で
く
る
⽛
小
孩
ら
⽜
と
い

う
モ
チ
ー
フ
を
、
変
形
し
な
が
ら
三
つ
の
短
歌
に
詠
っ
て
い
る
。
三
首
目
で
は

⽛
タ
バ
コ
⽜
と
⽛
飯
⽜
を
⽛
進
上
⽜
す
る
よ
う
に
求
め
る
子
ど
も
達
が
描
か
れ

て
い
る
。⽛
飯
⽜
が
⽛
タ
バ
コ
⽜
よ
り
も
多
く
記
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
達
の

深
刻
な
状
況
を
伝
え
る
よ
う
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
⽛
小
孩

ら
の
感
情
が
ぢ
か
に
来
る
⽜
や
⽛
心
は
笑
へ
ぬ
⽜
と
悲
愴
を
感
じ
取
っ
て
い
る
。

た
だ
し
そ
の
状
況
を
生
ん
だ
原
因
、
日
本
に
よ
る
侵
略
行
為
が
元
で
あ
る
こ
と

に
ま
で
は
踏
み
込
め
て
い
な
い
。
一
人
の
歌
人
が
三
つ
の
短
歌
に
中
国
人
〈
少

年
〉
の
モ
チ
ー
フ
を
織
り
込
ん
で
も
な
お
、
そ
こ
に
あ
る
日
本
の
加
害
性
ま
で

一
二
四



は
描
き
切
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。＊

以
上
本
節
で
は
兵
士
と
交
流
し
た
現
地
の
子
ど
も
達
の
表
象
を
検
討
し
た
が
、

詠
み
手
の
自
覚
／
無
自
覚
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
表
現
は
日
本
の
侵
略
行
為
を
正

当
化
す
る
た
め
に
働
い
た
側
面
が
あ
る
。
成
人
し
た
中
国
人
は
戦
闘
員
に
な
る

可
能
性
を
は
ら
ん
だ
明
確
な
敵
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
相
手
と
の
交
流
は
生
ま

れ
づ
ら
い
。
結
果
的
に
言
語
の
壁
を
越
え
ら
れ
る
現
地
の
子
ど
も
達
に
、
そ
の

よ
う
な
表
現
が
集
中
す
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
と
親
し
く
交
流
し
、
時
に
は
自

国
の
兵
士
を
批
判
す
る
姿
を
描
く
こ
と
は
、
日
本
の
侵
略
行
為
が
中
国
人
に
も

理
解
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
持
た
せ
る
。

一
方
で
日
本
人
兵
士
と
現
地
の
子
ど
も
達
の
交
流
を
短
歌
で
表
現
す
る
こ
と

で
、
彼
等
の
非
対
称
な
関
係
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
た
。
し

か
し
そ
の
場
合
も
、
日
本
の
侵
略
行
為
を
積
極
的
に
批
判
す
る
も
の
と
は
言
い

難
く
、
こ
の
こ
と
に
当
時
の
時
代
性
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
同
情
の
対
象
で
あ
る
中
国
人
少
年
兵
と
犠
牲
者

前
節
で
は
〈
少
年
〉
表
象
の
中
で
も
非
戦
闘
員
で
あ
る
、
現
地
の
子
ど
も
達

を
検
討
し
た
。
彼
ら
は
そ
の
立
場
の
た
め
に
、
日
本
人
兵
士
に
と
っ
て
積
極
的

な
交
流
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
戦
闘
員
で
あ
る
中
国
人
少
年
兵
は
ど
う
か
。

当
時
中
国
人
少
年
兵
が
多
数
い
た
こ
と
や
、
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
る
原
因
と
な

っ
た
構
造
的
な
問
題
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る⑩
。
本
節
で
は
中
国
人
少
年
兵
が

短
歌
に
配
置
さ
れ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
検
討
す
る
。

＊

少
年
兵
と
限
定
し
な
い
中
国
人
兵
士
は
、
そ
の
多
く
が
卑
怯
さ
や
臆
病
さ
に

焦
点
が
当
た
る⑪
。
も
し
く
は
命
を
奪
う
対
象
で
し
か
な
く
、
詳
細
に
描
か
れ
る

こ
と
は
少
な
い⑫
。
一
方
で
中
国
人
少
年
兵
は
、
比
較
的
工
夫
さ
れ
た
短
歌
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。

⽛
九
月
二
十
二
日
、
大
冊
河
激
戰
⽜
よ
り
一
首

死
際
の
言
葉
わ
か
ね
ど
う
ら
若
き
支
那
兵
は
母
よ
と
呼
び
に
け
む
か
も

北
支
／
門
井
眞
【
戦
地
】（
七
八
頁
）

こ
の
短
歌
は
戦
地
で
最
期
を
迎
え
た
中
国
人
少
年
兵
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

短
歌
中
で
⽛
支
那
兵
⽜
は
⽛
う
ら
若
き
⽜
と
明
記
さ
れ
、〈
少
年
〉
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
戦
場
と
い
う
逼
迫
し
た
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
詠

み
手
は
⽛
死
際
の
言
葉
⽜
を
聞
き
取
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
甲
斐
虚
し
く
、

言
語
の
壁
に
よ
っ
て
実
際
に
何
を
言
っ
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で

詠
み
手
の
想
像
で
⽛
う
ら
若
き
支
那
兵
⽜
の
声
を
⽛
母
よ
と
呼
び
に
け
む
か

も
⽜
と
補
完
す
る
の
で
あ
る
。
戦
地
に
い
る
兵
士
達
は
敵
兵
を
直
接
認
識
し
て

い
る
。
そ
の
上
で
こ
の
詠
み
手
は
、
同
情
心
を
か
き
立
て
る
よ
う
な
声
を
想
像

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
短
歌
か
ら
中
国
人
少
年
兵
へ
の
同
情
的
な
ま
な
ざ
し
が

認
め
ら
れ
る
。
次
の
歌
も
同
様
の
効
果
で
あ
る
。

⽛
潞
安
入
城
（
共
産
軍
抗
日
戰
基
地
二
月
二
十
二
日
陥
落
）⽜
よ
り
一
首

〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
表
象

一
二
五



に
く
み
て
も
な
ほ
餘
り
あ
る
共
産
軍
捕
虜
は
大
方
わ
ら
べ
な
り
け
り

北
支
／
齋
藤
秋
村
【
戦
地
】（
一
一
三
頁
）

⽛
に
く
み
て
も
な
ほ
餘
り
あ
る
⽜
か
ら
始
ま
る
こ
の
短
歌
は
、
最
初
に
中
国

人
兵
士
へ
の
憎
悪
を
強
く
印
象
付
け
る
。
し
か
し
そ
の
後
に
⽛
捕
虜
⽜
が
⽛
大

方
わ
ら
べ
⽜
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、⽛
な
り
け
り
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
や

り
場
の
な
い
気
持
ち
を
抱
く
。
こ
の
短
歌
で
は
言
葉
の
配
置
を
時
系
列
通
り
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詠
み
手
の
気
持
ち
を
読
者
が
追
体
験
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
⽛
共
産
軍
⽜
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
も
ど
か
し
さ
を
導
き
出
す
要
因

と
な
る
。⽝
読
売
新
聞
⽞（
一
九
三
八
年
八
月
一
五
日
、
朝
刊
、
七
面
）
に
は
⽛
笑

止
や
少
年
紅
槍
隊
抗
日
教
育
に
操
ら
れ
て
山
西
戦
線
へ
⽜
と
題
し
て
、
中
国

人
少
年
兵
が
共
産
軍
に
騙
さ
れ
て
い
る
と
す
る
言
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
山
西
戦
線
で
捕
ま
え
た
⽛
可
憐
な
少
年
兵
七
名
⽜
は
⽛
紅
槍
を
持
っ
て

ゐ
る
だ
け
で
勿
論
戦
闘
力
は
ゼ
ロ
⽜
と
嘲
る
よ
う
な
表
現
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ

は
少
年
兵
に
対
す
る
評
価
と
い
う
よ
り
も
、
後
に
続
く
⽛
共
産
党
の
主
張
す
る

武
漢
民
衆
武
装
も
案
外
こ
の
辺
が
正
体
か
も
知
れ
ぬ
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
共
産

党
へ
の
批
判
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
中
国
人
少
年
兵
は
⽛
敗
戦
に

人
員
不
足
を
つ
げ
る
支
那
軍
⽜
に
よ
り
⽛
つ
い
廿
日
ほ
ど
前
に
⽜⽛
マ
マ狩
り
立
て
⽜

ら
れ
た
存
在
、
す
な
わ
ち
戦
争
の
被
害
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

中
国
人
兵
士
が
〈
少
年
〉
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憎
む
べ
き
対
象
か
ら
外

れ
る
、
も
し
く
は
外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
範
を
、
同
時
代
の
新
聞
と
同
様

に
先
の
短
歌
は
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
先
の
新
聞
記
事
よ
り
も
葛

藤
が
明
ら
か
に
表
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
実
際
に
戦
闘
し
た
人
間
が
詠
ん
だ

も
の
だ
と
読
者
に
感
じ
さ
せ
る
要
素
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
規
範
の
存
在
を
前
提
に
し
た
上
で
、
更
に
別
の
表
現
を
重
ね
て
い
る
の

が
次
の
短
歌
で
あ
る
。

⽛
負
傷
前
後
⽜
よ
り
一
首

捕
虜
に
せ
し
一
五
六
歳
の
少
年
兵
の
面
輪
が
時
に
う
か
ぶ
こ
と
あ
り

北
支
／
菰
淵
正
雄
【
戦
地
】（
一
〇
九
頁
）

こ
の
短
歌
か
ら
は
、
負
傷
を
起
点
と
し
た
二
〇
首
の
短
歌
群
を
通
し
て
視
点

人
物
の
死
に
対
す
る
認
識
の
変
遷
を
追
う
こ
と
が
で
き
る⑬
。
そ
の
た
め
、
こ
の

二
〇
首
を
順
番
に
確
認
す
る
。
な
お
こ
の
短
歌
群
に
つ
い
て
は
、
省
略
記
号
と

し
て
短
歌
の
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
番
号
を
振
る
。

⽛
負
傷
前
後
⽜

①

山
向
う
の
稜
線
進
む
兵
士
等
が
敵
刺
す
さ
ま
は
影
繪
の
如
し

北
支
／
菰
淵
正
雄
【
戦
地
】（
一
〇
七
頁
）

②

手
榴
彈
投
げ
つ
つ
逃
ぐ
る
敵
兵
が
ま
た
も
倒
れ
ぬ
吾
が
う
つ
彈
丸
に

同
（
一
〇
八
頁
）

③

陛
下
萬
歳
と
血
に
染
り
た
る
隊
長
は
雙
眼
鏡
を
右
手
に
持
ち
し
ま
ま
な
り

同
（
一
〇
八
頁
）

一
二
六



④

や
ら
れ
た
と
思
ひ
し
時
ぞ
敵
彈
が
吾
が
肉
體
を
貫
き
行
き
し
は

同
（
一
〇
八
頁
）

⑤

戰
友
に
抱
か
れ
吾
が
名
呼
ば
れ
し
に
顎
㞽
ば
か
り
見
え
て
ゐ
た
り
し

同
（
一
〇
八
頁
）

⑥

背
に
傳
ふ
血
の
滴
り
は
感
じ
居
れ
ど
吾
は
言
な
く
仰
ぎ
臥
し
を
り

同
（
一
〇
八
頁
）

⑦

彈
丸
き
ず
の
身
を
横
へ
し
山
な
だ
り
夕
日
移
ろ
ふ
雲
見
つ
つ
吾
は

同
（
一
〇
八
頁
）

⑧

打
倒
日
本
の
壁
文
字
ま
ざ
ま
ざ
眼
に
は
沁
む
今
日
こ
そ
敵
を
滅
ぼ
さ
む
か

も

同
（
一
〇
八
頁
）

⑨

柿
あ
ま
た
な
れ
る
山
峡
の
村
に
憩
ひ
敵
こ
も
る
山
を
近
く
見
る
か
も

同
（
一
〇
八
頁
）

⑩

幾
日
か
け
て
敵
を
追
ひ
撃
ち
山
深
き
山
を
越
ゆ
れ
ば
羊
む
れ
見
ゆ

同
（
一
〇
八
頁
）

⑪

さ
ま
ざ
ま
の
死
様
し
た
る
敵
兵
の
屍
は
見
れ
ど
何
事
も
な
し同

（
一
〇
八
頁
）

⑫

夜
を
こ
め
て
驢
馬
の
長
鳴
き
山
に
響
き
敵
の
居
る
と
い
ふ
部
落
ま
近
し

同
（
一
〇
九
頁
）

⑬

敵
兵
の
残
し
て
逃
げ
し
南
瓜
飯
湯
氣
た
つ
ま
ま
を
飯
盒
に
つ
め
ぬ

同
（
一
〇
九
頁
）

⑭

傷
う
け
し
吾
に
告
げ
き
ぬ
乾
パ
ン
が
飛
行
機
に
よ
り
投
下
さ
れ
し
と
ぞ

同
（
一
〇
九
頁
）

⑮

三
十
餘
の
擔
架
の
な
か
に
隊
長
の
死
骸
も
あ
り
ぬ
吾
も
ま
じ
り
ぬ

同
（
一
〇
九
頁
）

⑯

井
陘
以
西
に
甘
藷
な
し
の
無
電
あ
り
て
よ
り
太
原
め
ざ
し
ま
な
く
し
發
ち

ぬ

同
（
一
〇
九
頁
）

⑰

傷
き
て
山
に
臥
し
つ
つ
刻
經
れ
ば
旣
に
昏
み
て
時
雨
降
り
来
ぬ

同
（
一
〇
九
頁
）

⑱

吾
を
擔
架
に
て
運
び
く
れ
し
兵
の
名
を
戰
死
者
の
中
に
今
日
は
見
た
る
か

も

同
（
一
〇
九
頁
）

⑲

今
日
も
變
り
な
し
と
書
き
つ
ぎ
あ
り
し
兵
の
手
記
そ
の
夜
果
て
に
し
命
か

な
し
も

同
（
一
〇
九
頁
）

⑳

捕
虜
に
せ
し
一
五
六
歳
の
少
年
兵
の
面
輪
が
時
に
う
か
ぶ
こ
と
あ
り

同
（
一
〇
九
頁
）

①
②
で
は
、
戦
争
中
の
殺
人
行
為
に
対
し
て
何
の
躊
躇
い
も
持
っ
て
い
な
い

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
①
の
敵
兵
を
⽛
影
繪
の
如
し
⽜
と
表
現
す
る
様
子
か
ら

は
、
ど
こ
か
緊
迫
し
た
戦
場
の
実
感
か
ら
離
れ
て
い
る
。
②
で
自
身
の
手
柄
を

自
慢
し
て
い
る
よ
う
な
表
現
と
合
わ
せ
る
と
、
殺
人
行
為
に
対
す
る
罪
悪
感
の

欠
如
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
③
で
⽛
隊
長
⽜
が
⽛
雙
眼
鏡
⽜
を
持
っ
て
い
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
詠
み
手
か
ら
敵
兵
へ
の
物
理
的
距
離
も
あ
る
。

し
か
し
彼
が
負
傷
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
状
況
は
一
変
す
る
（
④
）。
⑤
⑥

⑦
で
は
死
を
覚
悟
し
た
た
め
か
客
観
的
風
景
を
細
か
に
描
写
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
⑧
⑩
⑪
か
ら
分
か
る
通
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
⽛
敵
兵
⽜
へ
明
確
に
憎
悪

〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
表
象

一
二
七



を
抱
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
無
事
に
後
方
へ
と
戻
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
⑮

⑱
⑲
の
よ
う
に
、
一
度
感
じ
た
死
と
い
う
も
の
を
沈
思
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く

な
る
。
そ
の
結
果
、
検
討
短
歌
⑳
で
は
⽛
一
五
六
歳
の
少
年
兵
⽜
で
あ
る
⽛
捕

虜
⽜
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
身
の
負
傷
状
況
を
⽛
捕
虜
⽜
と
い
う

状
況
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
少
年
兵
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

⽛
捕
虜
⽜
に
な
っ
た
被
害
者
性
と
、
負
傷
に
よ
っ
て
自
由
を
奪
わ
れ
た
詠
み
手

の
悲
劇
的
な
状
況
を
連
結
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
成
人
し
て
い
る
中
国
人
兵
士
は

同
じ
く
従
軍
し
て
い
る
立
場
で
は
あ
る
が
、
自
身
を
傷
つ
け
た
憎
し
み
の
対
象

の
た
め
、
詠
み
手
の
心
象
風
景
に
浮
か
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
こ
の
内
心
に

思
い
浮
か
ぶ
少
年
兵
の
姿
は
、
物
理
的
距
離
を
超
え
て
心
理
的
に
一
体
化
す
る

存
在
と
な
っ
て
い
る
。

＊

以
上
、
本
節
で
検
討
し
た
中
国
人
少
年
兵
は
、
現
地
の
子
ど
も
達
と
は
異
な

り
、
日
本
人
兵
士
に
と
っ
て
の
敵
性
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
憎
む
べ
き
敵
で

あ
る
こ
と
と
庇
護
の
対
象
で
も
あ
る
こ
と
の
両
義
性
に
よ
っ
て
、
詠
み
手
の
感

情
が
揺
ら
い
で
い
る
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
激
戦
区
と
認
め
ら
れ
る
地

域
に
お
い
て
、
中
国
人
少
年
兵
の
持
つ
被
害
者
性
や
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
同
一

化
の
視
点
か
ら
、
日
本
人
兵
士
の
戦
争
に
対
す
る
苦
悩
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
が
、〈
少
年
〉
で
な
い
捕
虜
や
、
一
般
的
な

中
国
人
兵
士
の
死
の
間
際
に
は
被
害
者
性
が
必
ず
し
も
確
認
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

後
の
世
は
よ
き
民
た
れ
と
祈
り
つ
つ
匪
賊
の
首
を
切
り
落
し
た
り

人
形
富
士
夫
【
淡
水
】（
一
二
三
頁
）

こ
れ
は
【
淡
水
】
の
編
集
者
で
あ
っ
た
齋
藤
勇
が
、
淡
水
学
園
の
学
生
に
対

し
て
参
考
と
し
て
掲
載
し
た
短
歌
で
あ
る
。
そ
の
描
写
は
戦
争
犯
罪
の
可
能
性

も
含
ん
で
い
る
が
、⽛
後
の
世
は
よ
き
民
た
れ
と
祈
り
つ
つ
⽜
と
の
言
葉
に
は

詠
み
手
の
後
ろ
め
た
さ
や
反
省
は
微
塵
も
読
み
取
れ
な
い
。
む
し
ろ
⽛
匪
賊
⽜

を
救
済
す
る
か
の
よ
う
な
言
い
ぶ
り
で
す
ら
あ
る
。
そ
の
た
め
か
⽛
匪
賊
⽜
が

斬
首
の
瞬
間
に
何
を
思
い
、
何
を
し
て
い
た
の
か
は
抜
け
落
ち
、
自
身
の
感
慨

の
み
語
ら
れ
て
い
る
。
少
年
兵
で
な
け
れ
ば
捕
虜
で
あ
っ
て
も
、
死
の
間
際
で

あ
っ
て
も
被
害
者
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
中
国
人
少
年
兵
の
表
象
は
戦
争
の
悲
惨
さ
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
も
、

そ
の
責
任
の
所
在
を
曖
昧
し
て
い
る
面
も
認
め
ら
れ
る
。
彼
ら
は
単
純
な
日
中

の
対
立
構
造
に
落
と
し
込
め
な
い
境
界
線
上
の
存
在
で
あ
る
が
た
め
に
、
日
本

に
よ
る
侵
略
行
為
を
批
判
も
正
当
化
も
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
戦
争
に
懊
悩
す

る
日
本
人
兵
士
の
被
害
者
性
を
引
き
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
戦
争
と
い
う
事

象
に
お
い
て
は
一
面
的
か
つ
、
微
視
的
で
あ
る
と
も
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三
、〈
青
少
年
〉
表
象
に
お
け
る
銃
後
と
戦
地
の
関
係
性

こ
れ
ま
で
本
稿
で
は
、
中
国
人
の
〈
少
年
〉
表
象
を
戦
闘
員
と
非
戦
闘
員
に

大
別
し
て
検
討
し
た
。
本
節
で
は
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
を
利
用
し
て
、
銃
後

の
短
歌
が
持
つ
表
現
の
特
徴
を
探
る
。〈
少
年
〉
の
持
つ
悲
劇
性
は
、
ど
う
表

一
二
八



出
し
、
そ
れ
は
短
歌
上
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
日
本
人
〈
少
年
〉
と
の
比
較
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
追
う
。

＊

銃
後
の
人
間
が
中
国
人
を
短
歌
に
詠
み
こ
む
た
め
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し

た
情
報
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
複
数
の
短
歌
か
ら
も
分
か
る
。

わ
が
義
兄
山
本
猛
支
那
の
子
を
抱
き
し
寫
眞
は
今
日
届
き
た
り

甲
府
市
／
河
西
二
郎
【
読
売
】（
一
七
〇
頁
）

支
那
の
童
を
わ
が
子
の
ご
と
く
抱
き
上
げ
て
こ
の
老
兵
は
寫
り
け
る
か
も

橋
本
重
治
【
銃
後
】（
一
八
五
頁⑭
）

姑
娘
に
あ
ら
ず
と
裏
に
書
き
あ
り
ぬ
わ
が
友
と
支
那
の
童
と
遊
べ
る
と
こ

ろ

東
京
／
島
乃
保
留
【
ア
ラ
ラ
ギ
】（
二
九
四
頁
）

一
首
目
の
歌
は
⽛
わ
が
義
兄
山
本
猛
⽜
と
冒
頭
に
少
し
過
剰
な
程
に
写
真
の

人
物
の
情
報
を
詠
み
込
ん
で
お
り
、
明
確
に
家
族
か
ら
の
写
真
だ
と
分
か
る
。

二
首
目
は
詠
み
手
と
⽛
老
兵
⽜
の
関
係
性
が
不
明
な
た
め
判
断
は
で
き
な
い
が
、

新
聞
も
し
く
は
ニ
ュ
ー
ス
映
画
に
⽛
寫
⽜
っ
た
も
の
だ
と
予
想
さ
れ
る
。
三
首

目
も
⽛
姑
娘
に
あ
ら
ず
⽜
と
⽛
裏
に
書
⽜
い
て
あ
る
状
況
か
ら
、
戦
地
か
ら
の

写
真
を
詠
っ
た
も
の
だ
と
推
測
で
き
る
。

詠
み
手
と
写
真
に
写
っ
て
い
る
人
物
と
の
関
係
性
に
相
違
は
あ
る
も
の
の
、

三
首
と
も
主
題
は
⽛
支
那
の
子
／
童
⽜
と
親
し
げ
な
も
の
で
あ
る
。
日
本
人
兵

士
自
身
が
詠
ん
だ
短
歌
と
は
違
い
、
第
三
者
の
目
に
よ
っ
て
、
現
地
の
子
ど
も

と
日
本
人
兵
士
と
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
三
者
視
点
は
銃
後
の
短
歌
の

特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う⑮
。
こ
の
並
列
は
猛
々
し
い
日
本
人
兵
士
と
、
庇
護
の
対

象
で
あ
る
子
ど
も
の
対
比
構
造
を
生
み
出
し
、
典
型
的
な
日
本
人
兵
士
の
勇
猛

果
敢
さ
と
は
ま
た
違
っ
た
一
面
を
強
調
す
る
効
果
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

れ
は
次
の
よ
う
に
、
銃
後
の
日
本
人
〈
少
年
〉
表
象
と
通
ず
る
部
分
が
多
い
。

⽛
夫
出
征
の
前
後
に
よ
め
る
。⽜
よ
り
一
首

き
き
わ
け
て
頷
づ
く
吾
子
を
抱
き
あ
げ
て
そ
の
子
の
父
は
去
り
難
ぬ
か
も

川
島
高
子
【
銃
後
】（
六
九
頁
）

戰
に
あ
す
ゆ
く
君
が
腕
に
は
愛
児
と
り
つ
き
ひ
と
日
は
な
れ
ず

白
井
善
司
【
銃
後
】（
一
二
九
頁
）

見
送
り
の
幼
児
見
れ
ば
残
し
来
し
吾
子
を
お
も
ふ
と
い
ふ
兵
士
あ
り

柾
木
幸
枝
【
銃
後
】（
二
一
一
頁
）

あ
か
あ
か
と
ふ
る
さ
と
の
兵
士
た
ち
、
丘
に
こ
ど
も
ら
小
さ
い
手
を
あ
げ
、

旗
を
ふ
り

伊
藤
雪
雄
【
銃
後
】（
二
六
頁
）

こ
れ
ら
銃
後
の
日
本
人
〈
少
年
〉
表
象
は
、
パ
タ
ー
ン
化
で
き
る
。
例
え
ば

一
、
二
首
目
は
出
征
近
辺
の
場
面
に
配
置
す
る
こ
と
で
戦
争
の
物
悲
し
さ
を
引

き
出
す
も
の
で
あ
る
。
三
首
目
は
⽛
見
送
り
の
幼
児
⽜
と
⽛
吾
子
⽜
を
重
ね
合

わ
せ
る
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
人
兵
士
の
内
心
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
四
首
目
は
同
じ
く
出
征
の
場
面
で
は
あ
る
も
の
の
、
兵
士
と
子

ど
も
達
の
交
流
を
描
く
こ
と
で
温
か
な
雰
囲
気
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
表
象

一
二
九



で
の
⽛
こ
ど
も
ら
⽜
は
実
子
で
は
な
い
が
、
他
の
三
首
と
同
様
の
効
果
を
持
っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
ど
の
パ
タ
ー
ン
に
お
い
て
も
、
日
本
人
兵
士
が
子
ど
も
の
前
で
は
優

し
い
一
面
や
寂
寥
感
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
人
で
あ
る
現
地
の
子
ど

も
達
を
描
く
中
で
表
し
て
い
た
も
の
と
同
形
で
あ
る
。
特
に
四
首
目
の
表
現
は

本
稿
で
取
り
上
げ
た
⽛
日
章
旗
⽜
歌
と
重
な
る
部
分
が
大
き
い
。

こ
の
よ
う
な
先
の
一
、
二
、
三
首
目
の
短
歌
に
あ
る
、
実
子
を
想
う
感
情
が

戦
地
で
表
出
し
た
も
の
が
次
の
短
歌
で
あ
る
。

⽛
十
三
年
五
月
上
旬
、
○
州
進
撃
⽜
よ
り
一
首

路
傍
に
水
す
す
む
る
小
孩
は
吾
子
よ
り
二
つ
位
は
上
か

中
支
／
鈴
木
清
太
郎
【
戦
地
】（
一
四
九
頁
）

こ
こ
で
は
⽛
小
孩
⽜
の
こ
と
を
⽛
吾
子
よ
り
二
つ
位
は
上
か
⽜
と
並
列
さ
せ

た
こ
と
に
よ
り
、
詠
み
手
の
同
情
心
を
読
者
が
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。
先
に
検
討
し
た
歌
の
よ
う
に
、
大
陸
に
赴
い
た
兵
士
の
中
に
は
子
ど

も
が
い
る
者
も
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
父
親
の
立
場
か
ら
現
地
の
子
ど
も
を

⽛
吾
子
⽜
と
同
一
視
す
る
感
情
は
想
像
に
難
く
な
い
。

実
際
に
⽝
東
京
朝
日
新
聞
⽞（
一
九
三
七
年
一
〇
月
一
九
日
、
夕
刊
、
二
面
）

に
は
⽛
支
那
少
年
に
注
ぐ
〝
お
父
さ
ん
〟
兵
の
慈
愛
涙
の
一
篇
豆
伍
長
物

語
⽜
と
い
っ
た
、
ま
さ
に
国
境
を
超
え
た
子
ど
も
へ
の
愛
情
を
語
る
よ
う
な
話

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
父
を
⽛
支
那
の
兵
隊
に
殺
さ
れ
た
⽜⽛
陳
少

年
⽜
一
六
歳
が
⽛
池
本
登
上
等
兵
⽜
に
よ
っ
て
⽛
部
隊
に
連
れ
帰
⽜
ら
れ
、
傷

の
手
当
を
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
な
つ
い
て
い
た
と
あ
る
。
し
か
し
池

本
上
等
兵
は
一
〇
月
一
日
の
戦
闘
で
重
傷
を
負
い
、
陳
少
年
の
看
病
も
む
な
し

く
、
息
を
引
き
取
る
。
そ
の
際
に
⽛
妻
と
三
人
の
子
供
⽜
に
対
し
て
⽛
立
派
に

軍
人
と
し
て
の
任
務
を
果
し
て
戦
死
し
た
⽜
こ
と
の
言
伝
と
と
も
に
、⽛
豆
上

等
兵
⽜
す
な
わ
ち
陳
少
年
の
世
話
も
頼
む
。
そ
し
て
最
後
に
⽛
天
皇
陛
下
万

歳
⽜
と
高
唱
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
話
は
、
当
時
の
あ
る
べ
き
日
本
人
兵
士
の
象
徴
を
喧
伝
す
る
た
め
の
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
言
説
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
⽝
読
売
新
聞
⽞（
一
九
三

七
年
一
〇
月
一
九
日
、
夕
刊
、
二
面
）
に
も
⽛
わ
が
勇
士
の
死
を
嘆
く
支
那
少
年

兵
戦
線
に
生
ま
れ
た
佳
話
⽜
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
広
く
日
本
に

共
有
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
共
有
さ
れ
て
い
た
日
中
の
子
ど
も
同
一
化
の
視
線
は
、
銃
後
で
も
同
様

の
こ
と
が
母
親
の
立
場
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
る⑯
。

國
の
た
め
命
さ
さ
げ
て
征
き
し
子
ぞ
病
み
て
死
す
な
と
た
だ
祈
る
の
み

三
好
ゆ
き
ゑ
【
銃
後
】（
二
三
二
頁
）

⽛
帰
還
せ
し
子
。⽜

再
び
は
見
じ
と
征
た
せ
し
吾
子
の
か
ほ
い
ま
目
の
あ
た
り
笑
み
て
ゐ
る
は

や

同
（
二
三
三
頁
）

軍
服
の
我
が
子
の
姿
見
上
げ
つ
つ
今
更
何
も
い
ふ
こ
と
は
な
し

同
（
二
三
三
頁
）

一
三
〇



〈
支
那
事
変
歌
集
〉
の
う
ち
【
銃
後
】
は
編
纂
方
針
に
よ
っ
て
一
人
当
た
り

の
歌
数
が
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
る
が⑰
、
こ
の
短
歌
群
は
三
つ
の
短
歌
が
連
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
物
語
が
展
開
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
方
針
か
ら
の
例
外
と
な

っ
て
い
る
。
三
首
と
も
、
子
を
戦
地
に
送
っ
た
親
の
視
点
か
ら
親
心
を
詠
っ
て

い
る
。
一
首
目
で
は
自
身
の
子
に
対
し
て
⽛
病
み
て
死
す
な
と
た
だ
祈
る
の

み
⽜
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
⽛
國
の
た
め
命
さ
さ
げ
⽜
る
た
め
に
無
駄
死
に
し
な

い
こ
と
を
望
ん
で
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
首
目
で
は
そ
の
子
が
帰
還
し
そ
の

顔
を
見
る
こ
と
で
喜
ば
し
く
思
い
、
三
首
目
で
は
⽛
軍
服
の
我
が
子
の
姿
⽜
を

見
て
⽛
何
も
い
ふ
こ
と
は
な
⽜
い
と
、
感
慨
は
頂
点
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
視

線
は
中
国
人
少
年
兵
に
も
向
け
ら
れ
る
。

塹
に
伏
す
支
那
少
年
の
亡
骸
よ
母
が
激
励
の
手
紙
持
つ
も
あ
り

岐
阜
／
鈴
木
朝
子
【
ア
ラ
ラ
ギ
】（
二
九
八
頁
）

こ
の
短
歌
で
核
と
な
る
の
は
そ
の
手
紙
の
描
写
、⽛
母
が
激
励
の
手
紙
持
つ

も
あ
り
⽜
で
あ
ろ
う
。
詠
み
手
の
属
性
は
分
か
ら
な
い
た
め
安
易
に
は
断
定
で

き
な
い
が
⽛
鈴
木
朝
子
⽜
と
い
う
女
性
が
、
母
と
し
て
の
親
心
に
強
い
関
心
を

抱
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
書
き
ぶ
り
か
ら
こ
の
戦
場
に
は
無
数

の
⽛
亡
骸
⽜
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
手
紙
を
持
つ
者
は
、
焦
点

化
さ
れ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
詠
み
手
が
こ
の
よ
う
な
短
歌
を
詠
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
親
心
と

い
う
戦
地
に
赴
か
な
く
と
も
分
か
る
表
現
を
通
じ
て
戦
場
を
ま
な
ざ
し
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
親
心
は
先
に
挙
げ
た
三
好
ゆ
き
ゑ
の
歌
と
地
平
を
同
じ
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
子
を
想
う
気
持
ち
を
通
し
て
表
現
さ
れ
た
〈
少
年
〉
像
は
、
そ

の
所
属
す
る
国
家
や
土
地
、
身
分
を
無
化
し
て
、
憐
れ
み
や
慈
し
み
の
対
象
と

し
て
表
現
が
酷
似
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

＊

以
上
の
よ
う
に
、
戦
地
詠
と
銃
後
の
短
歌
に
お
け
る
〈
少
年
〉
表
象
は
、
日

本
人
の
憐
憫
を
誘
う
対
象
と
し
て
同
傾
向
と
言
え
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
〈
少

年
〉
表
象
に
共
通
項
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
銃
後
の
表
現
に
先

行
性
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。

日
中
戦
争
下
に
お
い
て
早
期
に
犠
牲
者
と
し
て
の
〈
少
年
〉
を
表
象
し
た
の

は
、
与
謝
野
晶
子
で
あ
る
。
安
藤
覚
が
上
海
事
変
を
報
じ
た
⽛
敵
死
体
の
悉
く

は
紅
顔
の
美
少
年
憎
む
べ
き
敵
将
蔡
廷
マ
マ楷
⽜（⽝
読
売
新
聞
⽞
一
九
三
二
年
三
月

四
日
付
夕
刊
、
二
面
）
を
受
け
て
、
与
謝
野
晶
子
は
⽛
紅
顔
の
死⑱
⽜
を
作
詩
、

翌
日
五
日
に
は
⽛
紅
顔
の
死
⽜
は
⽝
読
売
新
聞
⽞
朝
刊
誌
上
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
小
松
靖
彦
が
検
討
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
上
海
事
変
で
多
く
の
少
年

が
犠
牲
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
文
学
テ
ク
ス
ト
に
影
響
を
与
え
て
い
る
（⽝
戦

争
下
の
文
学
者
た
ち
ᴷ
ᴷ
⽝
萬
葉
集
⽞
と
生
き
た
歌
人
・
詩
人
・
小
説
家
⽞
花
鳥
社
、

二
〇
二
一
年
一
一
月
、
五
三
頁
）。

こ
こ
で
注
目
す
る
べ
き
は
、
安
藤
覚
の
記
事
と
与
謝
野
晶
子
の
詩
と
の
関
連

性
で
あ
る
。
与
謝
野
晶
子
は
⽛
紅
顔
の
死
⽜
の
詞
書
と
し
て
⽛
讀
賣
新
聞
記
者

安
藤
氏
の
上
海
通
信
を
讀
み
、
感
動
し
て
作
る⑲
。⽜
と
書
い
て
お
り
、
そ
の
影

響
関
係
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
⽛
紅
顔
の
死
⽜
に
は
安
藤
覚
の
記
事
を

〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
表
象
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反
映
さ
せ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
安
藤
覚
は
見
出
し
に
⽛
紅
顔
の
美
少
年
⽜

と
い
う
言
葉
を
扇
動
的
に
用
い
て
い
る
が
、
与
謝
野
晶
子
は
⽛
美
少
年
⽜
の
要

素
を
捨
象
し
、
見
た
目
の
麗
し
さ
に
言
及
し
て
い
な
い
。
一
方
で
幼
さ
を
表
す

⽛
紅
顔
⽜
の
文
字
は
そ
の
ま
ま
題
に
流
用
し
、〈
少
年
〉
で
あ
る
こ
と
は
引
き
継

い
だ
。
む
し
ろ
年
齢
を
操
作
し
て
、
よ
り
幼
さ
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
安
藤
覚
の
記
事
に
お
い
て
は
⽛
ど
の
死
体
も
こ
と
ご
と
く
十
八
九
、

二
十
歳
前
後
の
紅
顔
の
美
少
年
⽜
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
他
に
も
⽛
竹
藪
の
中

で
目
を
開
い
た
ま
ゝ
倒
れ
て
ゐ
る
敵
の
将
校
ら
し
き
服
装
の
死
体
⽜
を
⽛
年
の

頃
廿
三
か
四
か
⽜
と
推
察
す
る
場
面
が
あ
る
。
し
か
し
⽛
紅
顔
の
死
⽜
で
は

⽛
十
七
八
の
若
さ
な
り
、
／
二
十
歳
を
出
た
る
顔
も
な
し
。⽜
と
設
定
さ
れ
る
。

与
謝
野
晶
子
に
と
っ
て
⽛
年
の
頃
廿
三
か
四
か
⽜
の
成
人
し
て
い
る
⽛
将

校
⽜
の
存
在
も
、
彼
ら
が
⽛
美
少
年
⽜
で
あ
る
こ
と
も
必
要
な
か
っ
た
。
詩
の

冒
頭
で
は
⽛
折
り
重
な
れ
る
死
屍
⽜
と
視
た
も
の
を
途
中
で
⽛
彼
等
、
や
さ
し

き
母
あ
ら
ん
、⽜
と
母
の
立
場
か
ら
ま
な
ざ
す
こ
と
で
感
情
移
入
し
、
最
終
連

で
は
⽛
泥
と
血
を
浴
び
斃
れ
た
る
／
紅
顔
の
子
の
五
百
人
。⽜
と
同
情
の
対
象

へ
と
変
化
す
る
様
を
描
き
出
す
こ
と
に
、
与
謝
野
晶
子
は
目
的
を
置
い
て
い
た

の
で
あ
る
。
安
藤
覚
も
与
謝
野
晶
子
も
軍
の
指
揮
官
で
あ
っ
た
蔡
廷
锴
を
諸
悪

の
根
源
と
し
て
描
き
、
多
く
の
中
国
人
少
年
兵
を
、
被
害
者
と
し
て
描
い
た
点

で
は
同
じ
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
年
齢
を
操
作
し
死
者
の
人
数
も
明

記
し
た
⽛
紅
顔
の
死
⽜
の
方
が
、
よ
り
作
為
的
に
〈
少
年
〉
の
持
つ
悲
劇
的
な

性
格
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
る⑳
。

そ
し
て
こ
の
コ
ー
ド
を
直
接
、
間
接
を
問
わ
ず
に
、〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に

短
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
歌
人
の
多
く
が
、
受
容
で
き
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
少
年
兵
の
死
体
が
多
く
存
在
し
て
い
る
様
は
⽛
転
る

少
年
兵
の
屍
涙
そ
ゝ
ぐ
川
並
部
隊
長
⽜（⽝
東
京
朝
日
新
聞
⽞、
一
九
三
七
年
九
月

二
一
日
、
朝
刊
、
一
一
面
）
で
確
認
で
き
、⽛
紅
顔
⽜
の
少
年
に
注
目
す
れ
ば
、

⽛
あ
ッ
少
年
兵
の
屍
ま
だ
生
温
き
紅
顔
に
土
か
ぶ
せ
敵
な
が
ら
壮
烈
の
最
期

に
冥
福
⽜（⽝
読
売
新
聞
⽞、
一
九
三
七
年
九
月
六
日
、
朝
刊
、
七
面
）
や
、⽛
無
名

紅
顔
の
敵
兵
に
花
を
飾
る
皇
軍
勇
士
敵
な
が
ら
天
晴
れ
青
年
教
導
隊
⽜（⽝
読

売
新
聞
⽞、
一
九
三
八
年
六
月
一
七
日
、
夕
刊
、
一
面
）
な
ど
が
目
に
入
っ
て
く
る㉑
。

こ
れ
ら
の
相
関
関
係
の
中
に
、
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
短
歌
は
配
置
で
き
る
は

ず
だ
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
戦
地
と
銃
後
は
互
い
に
反
響
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
定
形
表
現
を
共
有
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
一

元
的
な
〈
戦
地
／
銃
後
の
断
絶
〉
だ
け
で
な
く
、
戦
地
と
銃
後
が
連
結
し
て
い

た
こ
と
に
も
注
目
す
る
べ
き
で
あ
る
。

結

以
上
、
与
謝
野
晶
子
の
詩
に
ま
で
遡
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
戦
場
と
銃
後
の

短
歌
で
〈
少
年
〉
表
象
に
共
通
項
が
生
ま
れ
る
の
は
、
戦
地
詠
が
銃
後
の
人
間

に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
遠
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
戦
地
詠
は
最
終
的
に

は
銃
後
で
あ
る
日
本
で
発
表
さ
れ
、
そ
し
て
評
価
さ
れ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
文

学
者
と
し
て
の
地
位
を
求
め
、
雑
誌
の
掲
載
の
有
無
を
気
に
し
た
兵
士
の
詠
み

手
達
が
、
銃
後
の
価
値
観
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
三
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例
え
ば
現
役
兵
士
歌
人
で
あ
る
渡
邊
直
己
は
一
九
三
八
年
四
月
六
日
の
日
記

に
⽛
ア
ラ
ラ
ギ
を
開
い
て
は
見
て
ゐ
る
。
上
稲
吉
、
自
分
は
依
然
戦
の
歌
で
頑

張
り
通
し
た
。
そ
し
て
俺
は
未
だ
其
の
四
に
く
つ
つ
い
て
い
る
⽜（
引
用
は

⽝
渡
邊
直
己
全
集
⽞
同
上
、
三
二
〇
頁
）
と
、
自
身
の
戦
地
詠
が
銃
後
で
ど
う
評

価
さ
れ
る
の
か
気
に
し
て
い
る
様
子
が
、
克
明
に
描
か
れ
て
い
る
。
渡
邊
直
己

は
そ
の
戦
地
詠
が
評
価
さ
れ
、
文
学
者
と
し
て
名
を
挙
げ
た
成
功
者
と
言
え
る

が
、
こ
の
よ
う
な
思
い
や
状
況
は
他
の
戦
地
詠
創
作
者
も
同
じ
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
状
況
を
作
り
だ
し
た
の
は
、
銃
後
の
歌
人
た
ち

で
あ
る
。
斎
藤
茂
吉
が
⼦ユ

制ニ
フ

服ォ
ー
ム

的て
き

歌う
た

⽜
と
い
う
独
自
の
語
を
用
い
て
、
銃
後

短
歌
の
閉
塞
感
を
訴
え
た
が㉒
、
戦
地
詠
を
発
表
す
る
兵
士
歌
人
達
は
、
そ
の
状

況
を
打
破
す
る
役
目
を
自
ず
と
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
地
に
い
る
歌

人
達
は
銃
後
に
は
な
い
題
材
を
探
し
、
詠
も
う
と
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
銃
後

に
認
め
ら
れ
、
評
価
さ
れ
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
出
発
点
か
ら
し
て
一
種
の
従

属
関
係
に
あ
る
。
戦
地
に
い
る
か
ら
こ
そ
の
緊
迫
感
や
題
材
の
取
り
方
は
確
認

で
き
る
が
、
そ
れ
ら
を
ど
う
表
現
す
る
か
は
銃
後
に
依
っ
て
い
る
面
が
否
め
な

い
。
む
し
ろ
戦
地
詠
で
あ
り
な
が
ら
リ
ア
リ
テ
ィ
を
欠
い
て
い
る
短
歌
も
存
在

す
る
。敵

兵
の
屍
體
お
ほ
む
ね
少
年
な
り
龍
膽
の
花
さ
け
る
山
野
に

北
支
／
永
井
隆㉓
【
ア
ラ
ラ
ギ
】（
一
五
九
頁
）

こ
こ
で
は
⽛
お
ほ
む
ね
少
年
⽜
で
あ
る
⽛
敵
兵
の
屍
體
⽜
を
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ

ム
に
満
ち
た
場
面
に
配
置
す
る
し
か
し
そ
れ
は
、
死
体
の
持
つ
戦
地
の
悲
惨
さ

や
非
常
時
性
を
過
度
に
脱
色
す
る
こ
と
に
᷷
が
り
、
リ
ア
リ
テ
ィ
に
欠
け
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
来
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
戦

地
詠
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
場
で
目
に
し
た
も
の
を
素
材
と
し
て
抽
出
し
、
非
現

実
な
美
的
空
間
を
構
成
す
る
方
法
は
、
銃
後
に
存
在
し
て
い
た
〝
少
年
兵
は
憐

れ
む
べ
き
〟
と
い
っ
た
コ
ー
ド
の
影
響
が
濃
い
。

高
崎
隆
治
が
⽝
戦
争
詩
歌
集
事
典
⽞（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
七
年
九

月
）
で
⽛
戦
後
の
永
い
年
月
、
戦
時
下
の
戦
争
文
学
が
学
問
的
に
も
社
会
的
に

も
無
価
値
と
し
て
抹
殺
さ
れ
、
無
視
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
⽜（
三
七
九
頁
）
と

指
摘
す
る
よ
う
に
、
戦
争
文
学
の
研
究
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
時
期

が
あ
っ
た
。
近
年
で
は
そ
の
状
況
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
い
ま
だ
多
く
の

余
白
が
残
さ
れ
て
い
る
。〈
支
那
事
変
歌
集
〉
を
構
成
す
る
戦
地
と
銃
後
と
い

っ
た
二
項
対
立
の
概
念
を
詳
細
に
検
討
し
、
再
分
類
す
る
こ
と
に
短
歌
研
究
の

展
望
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註①

先
行
研
究
と
し
て
中
西
洋
子
の
⽛⽝
支
那
事
変
歌
集
塹
壕
の
砂
文
字
⽞
と
柳

原
白
ẃ
ᴷ
ᴷ
そ
の
編
纂
意
図
⽜（⽝
日
本
文
化
研
究
⽞
第
三
号
、
二
〇
一
八
年
三

月
）
が
あ
る
が
、⽛
支
那
事
変
歌
集
⽜
の
表
記
は
、
外
箱
に
の
み
あ
る
。
奥
付

に
は
⽛
支
那
事
変
歌
集
⽜
表
記
が
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
こ
ち
ら
に
従
う
。

②
（
一
）（
三
）
は
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
成
立
背
景
が
あ
り
、
そ
れ
ら
も
検
討
す
る

べ
き
課
題
だ
が
、
本
稿
は
〈
支
那
事
変
歌
集
〉
全
体
の
位
置
づ
け
を
再
考
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。
以
下
、（
一
）（
三
）

そ
れ
ぞ
れ
の
概
略
を
記
す
。

〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
表
象
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柳
原
白
ẃ
選
⽝
塹
壕
の
砂
文
字
⽞（
同
上
）
は
⽛
朝
日
新
聞
、
日
日
新
聞
、

讀
賣
新
聞
、
都
新
聞
⽜⽛
福
岡
日
々
新
聞
、
九
州
日
報
、
等
⽜⽛
朝
鮮
行
政
、
及

び
、
報
國
⽜
か
ら
選
歌
し
て
い
る
（
二
〇
七
頁
）。
こ
の
編
集
方
針
は
他
の

〈
支
那
事
変
歌
集
〉
と
近
似
し
て
お
り
、
収
録
さ
れ
て
い
る
短
歌
が
他
の
〈
支

那
事
変
歌
集
〉
と
重
複
す
る
も
の
が
多
い
た
め
、
本
稿
の
検
討
対
象
に
は
含
め

な
い
。

斎
藤
勇
編
⽝
続
支
那
事
変
歌
集
⽞（
同
上
）
は
台
湾
の
私
立
学
校
、
淡
水
学

園
で
発
行
さ
れ
た
短
歌
集
の
こ
と
で
あ
る
。
現
存
が
確
認
で
き
て
い
な
い
が
正

編
⽝
支
那
事
変
歌
集
⽞
を
一
九
三
八
年
に
発
行
し
て
お
り
、
こ
れ
が
〈
支
那
事

変
歌
集
〉
中
で
最
初
期
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

③

こ
の
企
画
は
俳
句
も
同
時
に
募
集
し
て
い
る
。
選
者
は
高
濱
虚
子
が
務
め
て

い
る
。
俳
句
に
つ
い
て
も
【
読
売
】
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
式
で
⽝
支
那
事
変
句

集
⽞（
高
濱
虚
子
選
、
三
省
堂
、
一
九
三
九
年
四
月
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
⽝
支
那
事
変
句
集
⽞
は
、⽝
読
売
新
聞
⽞
紙
上
で
の
広
告
は
一
九

三
九
年
一
〇
月
三
一
日
の
朝
刊
に
一
度
の
み
で
あ
り
、
本
誌
に
寄
せ
て
い
る
高

濱
虚
子
の
⽛
序
⽜
も
か
な
り
簡
素
な
も
の
で
あ
る
。

④
⽛
凡
例
⽜
に
は
⽛
概
算
し
て
三
万
首
以
上
⽜
か
ら
⽛
二
千
七
百
四
首
⽜
を
選

ん
だ
（
二
頁
）
と
、
具
体
的
な
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑤

斎
藤
茂
吉
が
寄
せ
た
序
文
の
年
数
表
記
は
、⽛
紀
元
二
千
六
百
年
七
月
中
瀚
⽜

と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑥

当
該
論
文
は
⽛
小
川
⽜
姓
で
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
別
の
書
誌
も

紹
介
す
る
都
合
上
⽛
小
松
⽜
姓
に
統
一
す
る
。

⑦
⽛
聖
戦
歌
集
⽜
と
し
て
検
討
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

❶

展
望
社
編
輯
部
編
⽝
聖
戦
短
歌
集
書
物
⽞（
成
史
書
院
、
一
九
三
八
年
一

〇
月
）

❷

斎
藤
茂
吉
・
佐
佐
木
信
綱
選
⽝
支
那
事
変
歌
集
⽞（
三
省
堂
、
一
九
三
八

年
一
二
月
）

❸

大
日
本
歌
人
協
会
編
⽝
支
那
事
変
歌
集
戦
地
篇
⽞（
改
造
社
、
一
九
三
八

年
一
二
月
）

❹

佐
佐
木
信
綱
・
伊
藤
嘉
夫
編
⽝
傷
痍
軍
人
聖
戦
歌
集
第
一
輯
⽞（
人
文
書

院
、
一
九
三
九
年
一
月
）

❺

胡
桃
社
同
人
編
⽝
聖
戦
萬
葉
集
⽞（
都
祥
閣
、
一
九
三
九
年
四
月
）

❻

斎
藤
茂
吉
・
佐
佐
木
信
綱
・
北
原
白
秋
選
⽝
聖
戦
歌
集
⽞（
岡
倉
書
房
、

一
九
三
九
年
一
〇
月
）

❼

佐
佐
木
信
綱
・
伊
藤
嘉
夫
編
⽝
傷
痍
軍
人
聖
戦
歌
集
第
二
輯
⽞（
人
文
書

院
、
一
九
三
九
年
一
一
月
）

❽

斎
藤
茂
吉
・
土
屋
文
明
編
⽝
支
那
事
変
歌
集
⽞（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇

年
一
〇
月
）

❾

大
日
本
歌
人
協
会
編
⽝
支
那
事
変
歌
集
銃
後
篇
⽞（
大
日
本
歌
人
協
会
、

一
九
四
一
年
一
〇
月
）

❿

佐
佐
木
信
綱
・
北
原
白
秋
選
⽝
第
二
聖
戦
歌
集
⽞（
岡
倉
書
房
、
一
九
四

一
年
一
一
月
）

⑧
⽛
凡
例
⽜
に
は
⽛
整
理
す
る
に
当
り
、
な
ほ
危
惧
し
た
こ
と
は
、
戦
地
詠
な

ら
ざ
る
戦
地
詠
の
加
は
る
こ
と
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
校
正
中
に
二

名
の
作
者
を
除
い
て
い
る
（
三
頁
）。⽛
後
日
発
見
し
た
場
合
無
論
除
か
ね
ば
な

ら
な
い
⽜（
三
頁
）
と
の
言
葉
に
も
、
戦
地
と
銃
後
を
明
確
に
二
分
す
る
意
識

が
垣
間
見
え
る
。

⑨

次
の
歌
は
銃
後
で
あ
る
日
本
で
詠
ま
れ
た
、
日
本
人
に
よ
る
歌
で
あ
る
。

支
那
事
變
心
に
も
ち
て
ゆ
く
街
に
英
米
佛
支
等
の
人
の
目
と
逢
ふ

尾
坂
常
子
【
銃
後
】（
二
八
四
頁
）

こ
の
短
歌
が
描
い
て
い
る
様
は
、
本
文
で
挙
げ
て
い
る
短
歌
の
対
偶
関
係
に

あ
る
と
言
え
る
。

⑩

ア
ー
ロ
ン
・
Ｗ
・
ム
ー
ア
に
よ
っ
て
、
蔣
介
石
／
国
民
党
が
若
者
を
戦
略
的

に
動
員
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
李
仁
哲
訳
⽛
錯
綜
す
る
願

い
ᴷ
ᴷ
国
民
政
府
教
育
部
に
寄
せ
ら
れ
た
学
生
の
手
紙
か
ら
⽜、
波
多
野
澄

雄
・
久
保
亨
・
中
村
元
哉
編
⽝
日
中
戦
争
の
国
際
共
同
研
究
6
日
中
終
戦
と

戦
後
ア
ジ
ア
へ
の
展
望
⽞
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
、
一

八
三
頁
）。

一
三
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⑪

次
の
短
歌
は
中
国
人
兵
士
の
臆
病
な
姿
や
卑
怯
さ
、
底
意
地
の
悪
さ
の
よ
う

な
も
の
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

患
者
自
動
車
の
行
手
に
か
が
ま
り
居
た
る
敵
兵
が
一
齊
射
撃
の
命
を
下
せ

り

北
支
／
大
久
保
福
太
郎
【
戦
地
】（
六
二
頁
）

工
事
す
て
逃
げ
し
支
那
軍
の
ト
ー
チ
カ
が
崑
山
を
過
ぎ
し
畑
中
に
あ
り

中
支
／
浅
見
幸
三
【
ア
ラ
ラ
ギ
】（
三
頁
）

支
那
兵
の
散
兵
壕
は
前
よ
り
も
後
に
あ
が
る
足
掛
け
つ
く
れ
り

中
支
／
堀
川
静
夫
【
ア
ラ
ラ
ギ
】（
一
九
四
頁
）

避
難
す
る
民
を
自
動
車
に
轢
き
殺
し
敵
の
師
長
は
退
却
し
ゆ
け
り

同
（
一
九
五
頁
）

⑫

撃
つ
対
象
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
場
合
や
、
遠
景
の
中
国
人
表
象
が
目
立

つ
。

右
寄
り
に
敗
走
せ
む
と
す
る
敵
兵
を
撃
ち
ざ
ま
に
砲
の
射
向
變
へ
ゆ
く

中
支
／
大
内
田
蔦
枝
【
ア
ラ
ラ
ギ
】（
五
八
頁
）

空
靑
き
山
の
稜
線
を
か
け
く
だ
る
影
の
ふ
た
つ
は
敵
兵
ら
し
き

北
支
／
川
野
弘
之
【
戦
地
】（
六
九
頁
）

焦
點
を
合
は
す
レ
ン
ズ
に
う
つ
り
来
て
み
だ
る
る
敵
の
影
あ
わ
た
だ
し

同
（
六
九
頁
）

⑬

な
お
、
こ
の
歌
は
【
ア
ラ
ラ
ギ
】（
九
八
頁
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
二
〇
首
の
内
、
一
部
が
同
時
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑭
【
銃
後
】
に
は
、
詠
み
手
の
出
身
地
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

⑮

戦
地
に
お
い
て
も
⽛
焚
火
す
る
我
が
つ
は
も
の
の
か
た
は
ら
に
薪
割
る
小
さ

き
支
那
の
子
あ
り
⽜（
赤
十
字
看
護
婦
／
島
川
み
ど
り
【
戦
地
】
一
三
三
頁
）

の
よ
う
に
、
第
三
者
に
よ
る
日
本
人
兵
士
と
現
地
の
子
ど
も
の
並
置
は
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
歌
の
詠
み
手
が
⽛
赤
十
字
看
護
婦
⽜
で
あ
る
た

め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。⽝
支
那
事
変
救
護
員
美
談
第
二
輯
⽞（
日
本
赤
十
字
社
、

一
九
三
八
年
八
月
）
中
に
は
、
元
看
護
士
で
あ
る
上
原
ひ
で
に
よ
る
日
露
戦
争

の
回
顧
⽛
一
、
事
變
下
の
海
軍
記
念
日
を
迎
え
日
本
海
々
戰
追
想
談
⽜
の
よ
う

に
日
本
人
兵
士
の
活
躍
を
目
の
当
た
り
に
し
た
報
告
が
あ
る
。
非
戦
闘
員
で
あ

り
な
が
ら
戦
場
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
特
殊
な
立
場
で
あ
り
、
そ
の
心
持
ち
は

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
銃
後
の
人
間
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

⑯

中
島
美
幸
⽛
日
本
女
性
詩
史
序
説
文
学
・
戦
争
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
⽜（
学
術
論

文
、
二
〇
〇
三
年
九
月
、
一
一
四
頁
）
で
は
⽛
女
性
役
割
⽜
と
い
う
言
葉
を
用

い
て
、
女
性
が
⽛
国
民
⽜
と
し
て
戦
争
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
言

説
の
存
在
を
論
じ
て
い
る
。
母
の
視
点
か
ら
詠
む
短
歌
の
存
在
は
戦
地
と
銃
後

に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
の
存
在
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本

稿
で
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。

⑰
【
銃
後
】
の
⽛
凡
例
⽜
に
て
⽛⽝
銃
後
篇
⽞
は
編
纂
会
議
に
於
い
て
最
高
十
首

と
予
め
議
定
さ
れ
て
ゐ
た
⽜（
五
頁
）
と
あ
る
が
、
多
く
が
一
首
の
み
の
掲
載

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
三
好
ゆ
き
ゑ
は
全
八
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑱

紅
顔
の
死

與
謝
野
晶
子

讀
賣
新
聞
記
者
安
藤
氏
の
上
海
通
信
を
讀
み
、
感
動
し
て
作
る
。

江
灣
鎮
の
西
の
方
、

か
の
塹
壕
に
何
を
見
る
。

行
け
ど
も
行
け
ど
も
敵
の
死
屍
、

折
れ
重
な
れ
る
敵
の
死
屍
。

中
に
一
き
は
哀
し
き
は
、

學
生
隊
の
五
百
人
。

十
七
八
の
若
さ
な
り
、

二
十
歳
を
出
た
る
顔
も
な
し
。

彼
等
、
や
さ
し
き
母
あ
ら
ん
、

そ
の
母
如
何
に
是
を
見
ん
。

支
那
の
習
ひ
に
、
美
し
き
、

許
嫁
さ
へ
あ
る
な
ら
ん
。

〈
支
那
事
変
歌
集
〉
に
お
け
る
中
国
人
表
象
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彼
等
す
こ
し
く
書
を
讀
め
り
、

世
界
の
こ
と
も
知
り
た
ら
ん
、

國
の
和
平
を
希
ひ
た
る
、

孫
中
山
の
名
も
知
ら
ん
。

誰
れ
ぞ
、
彼
等
を
欺
き
て
、

そ
の
う
ら
若
き
純
情
に

善
き
隣
な
る
日
本
を

侮
る
べ
し
と
教
え
し
は
。

誰
れ
ぞ
、
彼
等
を
唆
か
し
、

筆
を
劍
に
代
へ
し
め
て
、

若
き
命
を
、
此
春
の

梅
に
先
だ
ち
散
ら
せ
る
は
。

十
九
路
軍
の
總
司
令
、

蔡
廷
楷
の
愚
か
さ
よ
、

今
日
の
中
に
も
亡
ぶ
べ
き

己
れ
の
軍
を
知
ら
ざ
り
き
。

江
灣
鎮
の
西
の
方

か
の
塹
壕
に
何
を
見
る
。

泥
と
血
を
浴
び
斃
れ
た
る

紅
顔
の
子
の
五
百
人
。

（⽝
読
売
新
聞
⽞
一
九
三
二
年
三
月
五
日
付
朝
刊
、
七
面
）

⑲

詩
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
性
格
を
考
慮
し
、
以
下
、
句
読
点
も
含
め
て
引
用
す

る
。

⑳
⽛
紅
顔
の
死
⽜
で
は
⽛
學
生
隊
の
五
百
人
。⽜
と
人
数
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

安
藤
覚
の
記
事
文
中
に
は
死
体
の
人
数
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

㉑

そ
れ
ぞ
れ
の
簡
単
な
内
容
は
以
下
の
通
り
。

❶
⽛
転
る
少
年
兵
の
屍
涙
そ
ゝ
ぐ
川
並
部
隊
長
⽜（
同
上
）

激
戦
区
で
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
呉
淞
で
⽛
戦
線
に
横
た
は
る
⽜⽛
十

四
五
歳
に
な
る
か
な
ら
ぬ
少
年
兵
が
六
つ
⽜⽛
遺
棄
死
体
⽜
と
し
て
あ
り
、

そ
れ
を
見
て
川
並
部
隊
長
は
⽛
な
ん
と
も
い
へ
な
い
気
ち
⽜
を
吐
露
す
る
。

そ
の
後
に
⽛
こ
ん
な
小
さ
い
者
に
ま
で
機
関
銃
を
操
ら
せ
た
り
手
榴
弾
も
投

げ
さ
せ
る
ん
だ
か
ら
ナ
ァ
⽜
と
、⽛
敵
の
陣
営
が
い
か
に
苦
し
い
の
か
⽜
を

語
る
た
め
の
材
料
と
し
て
回
収
さ
れ
て
い
る
。

❷
⽛
あ
ッ
少
年
兵
の
屍
ま
だ
生
温
き
紅
顔
に
土
か
ぶ
せ
敵
な
が
ら
壮
烈
の

最
期
に
冥
福
⽜（
同
上
）

⽛
ま
だ
年
齢
僅
な
紅
顔
可
憐
な
支
那
兵
一
名
が
、
モ
ー
ゼ
ル
銃
を
し
つ
か

と
抱
い
て
戦
死
し
て
ゐ
た
⽜。
こ
の
死
体
は
⽛
ま
だ
生
温
か
⽜
く
、
ま
た
周

囲
の
様
子
を
見
る
と
懸
命
に
戦
っ
た
様
子
も
う
か
が
え
る
。
そ
の
た
め
⽛
こ

の
年
若
い
無
名
戦
士
の
拙
い
武
運
に
そ
ゞ
ろ
哀
れ
を
感
じ
て
方
の
辺
り
に
柔

か
い
土
を
か
け
て
や
り
冥
福
を
祈
つ
て
そ
こ
を
立
ち
去
つ
た
⽜
と
あ
る
。

❸
⽛
無
名
紅
顔
の
敵
兵
に
花
を
飾
る
皇
軍
勇
士
敵
な
が
ら
天
晴
れ
青
年
教

導
隊
⽜（
同
上
）

⽛
十
五
歳
か
ら
廿
三
歳
ま
で
の
青
年
⽜
が
日
本
軍
の
足
止
め
の
た
め
に
奮

戦
し
た
様
子
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。⽛
炎
熱
百
四
十
度
の
中
原
で
⽜⽛
肉
弾
⽜

⽛
決
戦
⽜
し
た
中
国
人
少
年
兵
を
⽛
抵
抗
の
勇
敢
さ
は
今
次
事
変
で
は
珍
し

い
も
の
⽜
と
称
賛
し
て
い
る
。
さ
ら
に
手
榴
弾
や
日
本
兵
の
銃
剣
を
用
い
て

自
害
す
る
姿
に
つ
い
て
は
⽛
一
ノ
谷
の
熊
谷
、
敦
盛
の
例
に
も
似
て
ゐ
る
⽜

と
評
価
し
て
い
る
。

㉒
⽛
童
馬
山
房
夜
話
⽜（⽝
ア
ラ
ラ
ギ
⽞
一
九
四
二
年
五
月
、
二
二
頁
）

⽛
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
歌
人
は
勇
奮
感
激
し
て
歌
を
作
り
、
ま
た
放
送
局

で
も
雑
誌
で
も
新
聞
で
も
競
う
て
戦
争
の
歌
を
徴
求
し
、
こ
こ
に
於
て
歌
も
武

装
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
⽜
が
⽛
そ
の
武
装
は
一
様
の
武
装
で
、
千
差
万
別
各

人
各
別
と
い
ふ
わ
け
に
は
行
か
な
か
つ
た
。
な
ぜ
か
と
い
ふ
に
、
事
実
が
一
つ

で
、
そ
れ
を
報
道
す
る
新
聞
な
ど
の
文
章
も
ま
た
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
⽜。⽛
そ

一
三
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の
一
つ
の
材
料
に
数
千
の
歌
人
数
万
の
歌
人
が
寄
つ
て
た
か
つ
て
作
歌
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
い
き
ほ
ひ
、
一
つ
の
材
料
だ
け
の
歌
に
終
始
し
、
単
調
に
な
ら

ざ
る
こ
と
を
得
ぬ
運
命
に
な
つ
た
。
私
は
さ
う
い
ふ
歌
に
、
⼨ユ

制ニ
フ

服ォ
ー
ム

的て
き

歌う
た

⽞
と

い
ふ
名
を
附
け
て
、
み
づ
か
ら
を
慰
め
た
⽜

㉓
⽝
長
崎
の
鐘
⽞（
日
比
谷
出
版
社
、
一
九
四
九
年
一
月
）
で
知
ら
れ
る
永
井
隆

だ
と
推
測
さ
れ
る
。⽝
永
井
隆
全
集
⽞
の
⽛
解
説
⽜（
講
談
社
、
一
九
七
一
年
八

月
、
九
八
九
頁
）
に
は
⽛
長
崎
医
大
に
は
、
ア
ラ
ラ
ギ
支
社
が
あ
っ
て
短
歌
研

究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
⽜
お
り
⽛
永
井
さ
ん
は
松
江
高
校
時
代
か
ら
短
歌
会
を

牛
耳
っ
て
い
た
ほ
ど
、
短
歌
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
大
学
で
も
ア
ラ
ラ

ギ
支
社
に
は
い
り
、
歌
会
に
も
出
席
し
て
い
た
⽜
と
ア
ラ
ラ
ギ
と
の
᷷
が
り
が

確
認
で
き
る
。
ま
た
出
征
先
も
⽛
北
支
山
岳
戦
、
杭
州
湾
、
バ
イ
ア
ス
湾
等
敵

前
上
陸
作
戦
、
中
支
、
南
支
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
争
⽜（⽛
年
譜
⽜
一
〇
〇
九
頁
）

と
あ
り
、
短
歌
に
書
か
れ
て
い
る
⽛
北
支
⽜
表
記
と
も
合
致
す
る
。

追
記

引
用
文
中
の
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
が
、
テ
ク
ス
ト
の
特
質
を
考
慮
し
、

短
歌
・
詩
を
引
用
す
る
際
に
は
旧
字
お
よ
び
異
体
字
は
現
環
境
で
再
現
で

き
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

〈
支
那
事
変
歌
集
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に
お
け
る
中
国
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